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投資環境の見通し（2026年7月）

国内株式

国内金利

米ドル/円

出所：QUICKのデータをもとに中銀アセットマネジメント作成

もみ合い

※ 上記矢印は相場の方向性を示しています。

1か月の予想レンジ 日経平均株価：62,000円～75,000円

1か月の予想レンジ 日本10年国債利回り：2.5％～2.9%

1か月の予想レンジ 米ドル/円：155円～165円

もみ合い

もみ合い

国内長期金利は、原油価格の下落を受けた過度なインフレ懸念の後退が金利低下要因となる一方、政府の成
長戦略の着手にともなう財政悪化懸念の高まりが金利上昇要因として意識されると思われ、政府・日銀の財
政・金融政策姿勢をにらみながら、2％台後半でもみ合う展開が予想されます。

米ドル/円は、日本の貿易収支や財政悪化懸念から約39年ぶりの円安水準となりましたが、更に円安が進行す
れば政府・日銀による為替介入が想定されます。米国の金融政策は雇用・物価動向の影響を受け、指標次第
では市場の金利織り込みが急変するため、金融当局の動きや経済指標を慎重に見極める展開が予想されます。

国内株式市場は、米国とイランの緊張緩和を受けて原油価格が落着きを見せていることから、エネルギー価格
の高騰を嫌気して出遅れていた主要製造業や内需関連銘柄などへの資金流入が期待されます。一方、高い成長
期待を背景に急速に上昇してきたＡＩ（人工知能）や半導体関連銘柄については、2026年4-6月期決算の内容
や長期金利の動向次第では利益確定売りが出やすく、注意が必要と考えられます。

株価上昇要因

堅調な企業業績
世界的なインフレ鎮静化

株価下落要因

企業業績の悪化
長期金利の上昇

金利上昇要因
（債券価格低下要因）

国内インフレ圧力の高まり
日本の財政悪化懸念

金利低下要因
（債券価格上昇要因）

世界経済の減速
日本経済の悪化

米ドル上昇要因
（円安要因）

米景気好調維持
米利上げ観測の高まり

米ドル下落要因
（円高要因）

為替介入（円買い・ドル売り）
米利上げ観測の後退
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